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12月28日月曜日　保育納め

12月29日火曜日～1月3日日曜日　年末年始休園

1月4日月曜日　保育初め

1月4日月曜日～1月5日火曜日　年始希望保育

1月7日木曜日　新年おたのしみ会

2月27日土曜日　おあそび発表会

3月20日土曜日　卒園式

小学校の3学期スタートに合わせ、希望保育とします。
就労されている方、家庭での保育が困難な方のみ利用できます。
保育時間、給食、バス等通常通りです。

開催方法について現在検討中です。

行事予定
Event schedule 12
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[ c o l u m n ]

こ ど も の 森 コ ラ ム
新型コロナに翻弄された1年もあと1ヶ月で終わります。年度が始まってすぐに休園が決まり、それが約2ヶ月も続くという
異常事態。新しい毎日の始まりへの期待に胸をふくらませていたであろう子供達、保護者の皆様にとってもまさに出鼻を
くじかれたような思いであっただろうと推察します。6月から園が再開したあとも感染対策との狭間で窮屈な毎日が続き
ましたが、新たな知見が徐々に明らかになることで夏頃にはようやく日常が帰ってきたように感じられました。以後は行事
での参加制限等を除いていつも通りの毎日を過ごすことができたように思います。

一方で、日々マスコミで報じられる新型コロナの感染者数は世の中全体を委縮させました。それは子供たちの教育機会を
奪う結果にもつながりました。そんな中、大学教育においてはオンライン授業という形態が新しい学習・研究のスタイルを
確立することにつながった側面もあったようです。特に学ぶ意欲が高いと思われる大学（東京大学や慶応大学など）では、
オンライン授業の満足度が9割を超えるなど新型コロナの副産物のような現象があったことも事実です。

しかしながら、幼児教育は子供同士のリアルな関わりこそが核です。子供対大人という意味では、単にリアルなだけでは
不十分で、マスク越しの保育が乳児の情緒に悪影響が出ているという報道もありました。幼児教育の世界において、表情
を通して子供に伝わるものがたくさんあるということを改めて実感した数ヶ月とも言えます。身の回りの世話をしてくれた
り、共に同じ空間で過ごす大人の笑顔、しぐさのひとつひとつが子供たちに大きな影響を与えていたということです。

そんな子供たちの日々の成長を保護者の皆様に直接ご覧頂くことはとても重要なことです。今年度は保育見学付きの個
人懇談というスタイルを採用し、日替わりで園にお越しいただきました。夏頃始まったこの試みももうすぐ終わりそうで
す。懇談ではいろいろな情報交換もさせて頂きました。子育ての喜びから悩みまで話題は多岐に渡ったようですが、子供
を介していろいろなお話をさせて頂く時間は園にとっても大変有意義でした。改めて御礼申し上げます。

新型コロナについての新たな知見という意味では、マスコミの報道以外でも様々な情報や研究、統計結果も収集してきま
したが、新型コロナの幼児への影響という側面においては非常に明るい内容のものが多くありました。世界で最も大きな
被害が出ているアメリカにおいても幼児の新型コロナの感染・重症化・死亡件数は極端に少なく、統計的には幼児にとっ
てはインフルエンザのほうが死亡率が高く、脅威であることが明確になっています（日本においても10代以下の死亡例は
ゼロで、20代も一桁代です）。一方で、特に基礎疾患を持つ高齢者にとってはこれまで経験したことがないほどの重症化
率・死亡率の高さを示していて、最大限の警戒が必要であることは間違いありません。年齢や基礎疾患の有無によってそ
の脅威、警戒レベルが大きく異なるということが新型コロナの特徴と言えそうです。

いま世間は第3波と言われる感染拡大の真っただ中にある状況ですが、このような知見をもって冷静に判断していきたい
と思います。特に発表会や卒園式。これらの行事は少なくとも子供たちにとっては通常通りの準備を進めていきます。た
だ、観覧のスタイルは工夫とある程度の制限をせざるを得ません。これらについては改めてご案内致しますが、いずれにせ
よ、楽しみにしてお待ちください。

12月にはなりましたが、あまり寒くない日々が続いています。天気も安定し、外で遊べる時間も多いです。とはいえ、新型
コロナに関わらず一般的に感染症が流行しやすい時期でもありますので、体調管理には十分お気を付けください。1年の
よい締めくくりとなるよう、師走をしっかり遊んで過ごしていきたいと思います。

＊例年、12月に祖父母参観としてお餅つきを行っていますが、三密
が避けられない状況になること、さらに食事を兼ねることなどから、
今年度の開催は見送ります。祖父母参観につきましては、コロナの
感染状況を鑑み、適切な時期に開催できるよう検討します。ご理解
よろしくお願い申し上げます。

Information
お知らせ!

2



3

10

17

24

31

7

14

21

28

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

月 火 水 木 金 土日

保育納め

にじの1ヶ月にじの1ヶ月
色とりどりの落ち葉がきれいで、自然を全身で楽しみながら過ごした
11月でした。七五三に向けてのくす玉作りで折り紙の楽しさや難しさ
を感じながら自分で作り上げることができました。みんなで成長の喜
びを感じ合うとともに、お参りでこれからの健やかな成長も願う素敵
な日になりました。また先日のカモミール植え体験、砂場で遊ぶのとは
また違った土で植物を育てるお手伝いをさせてもらい、自然と優しい
手つきで植えていましたよ。さていよいよ1年も締めくくりの12月、
楽しく過ごしていきたいですね。
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七五三参り
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散歩：多良峡
里山の木々がキレイに色づき、多良峡ももみ
じまつりが始まった11月の半ばに出かけま
した。道路沿いのもみじが色とりどりで、太陽
の光があたってキラキラしていて美しいとい
う言葉がピッタリ！「ここの色きれい！」「私は
こっちの木の色好きだなぁ」と、話しながら
あっという間の道のりでした。駐車場につくと落ち葉が真っ赤な絨毯のようで、みんな足元のキレイな葉を拾
いながら進みましたよ。多良峡といえば‥つり橋！天気も良く、川の水面の色もキレイに見えました。川岸で
は石投げが大人気で、石の大きさで水しぶきの違いを楽しんだり、石の形をものに見立てたり、石つみを楽し
んできましたよ。自然が生み出す色の美しさや、季節を感じられる素敵な散歩になりました。

遠足で東山動物園に出かけた青黄組さんたちは園に帰ってきてから早速お部屋に動物園を作り始
めました。11月4日には積み木の講師の先生にも来ていただき、積み木の積み方を教えてもらいなが
ら子どもたちと一緒に積み木のキリンを完成させました。それからも、LaQや折り紙など皆がそれぞ
れ得意なおもちゃで動物を作ったり、部屋にある布やビーズやいろいろな素材で、動物のおうちや餌
を作ったり、大きな東山タワーも積み木で積み、看板やチケットなども手作りしました。子どもたちが
考えた動物園の名前は「にじぐみどうぶつえん」。
1ヶ月かけて子どもたちが作り上げた動物園でい
よいよ動物園ごっこが始
まります。飼育員にチ
ケット売り場に、役割分
担も楽しそうです。また
動物園ごっこの遊びの
様子もお伝えしますね。

動物園作り

まず、千歳飴袋に自分の好きな絵をかきました。思いのまま描き出来上がった絵を見て、『○○書いたよ！』と話したり、かきたい絵をイメージしてから
描いていく子など、個々様々でしたが出来た袋に飴を入れて飾るとどの子も嬉しそうでした。
袋と一緒に飾るくす玉を折り紙で挑戦する子もいましたよ。
お参り当日は普段入ることのない本堂の厳かな雰囲気に緊張気味でしたが、お経が始まると正座をし手を合わせてどの子も上手にお参りをする事が
できました。
最後に記念写真をパチリ。
これからもみんな健康で自分を大切にしながらすくすくと大きくなってほしいと思います。
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ながらこどもの森との交流会
青組さんがバスで「ながらこどもの森」へ出掛け、年長さん同士で交流してきました。交流会は毎
年恒例のドッチボール大会からスタート！1ヶ月ほど練習を積んできた青組さんは、真剣な表情
でながらの子たちに挑んでいました。応援にも熱が入っていましたが、惜しくも3位。悔しい気持
ちもありましたが、自由時間が始まるとすぐに和気あいあいとした雰囲気に。「友達になってくれ
る？」「一緒に遊ぼう？」と声をかけあい、すぐに仲良くなる子どもたち。
子どもってすごいですね。お互い自己紹介したり、好きな遊びや得意な
ことを見せあったり、楽しく過ごすことができました。仲良くなった子た
ちと誘い合って給食も一緒に食べて帰ってきました。ながらの子たち
に教えてもらった遊びに挑戦したり、泥団子の作り方のコツ、ドッチ
ボールがもっと強くなりたいことなど、交流会での経験を持ち帰ってき
て、また園での生活を楽しむ青組さんたちですよ。

黄色に染まったイチョウの葉っぱがイチョウ林一面に広がり「うわぁ～きれい！」と秋の自
然の美しさに思わず感動したみんなです。「あっちの木登りたい！」「見て！こんなに高く登
れたよ！」と話しながら木登りをしたり、葉っぱをたくさん集めて素敵なブーケやステッキ
を作ったり、葉っぱを巻き上げてイチョウのシャワーをしたりと思いっきり楽しみしたよ。
遊んでいると何だか変な匂いが…銀杏を見つけました。今年はたくさん銀杏が実っていて
落ちているものを探して
拾ったり、木になってい
るものは落ちていた木
の枝を使って落として集
め、袋いっぱい持って帰
りましたよ。またみんな
で食べられるのが楽し
みです♪

イチョウ林



ももの1ヶ月ももの1ヶ月

色あつめ

風が吹くと落ち葉がひらひらと舞い少しずつ、冬へと近づいてきました。風邪をひいている子もみら
れますが、『雨が降っていないから外行ける？』『今日散歩いく？』と、登園すると聞き戸外で遊ぶのを
楽しみにしている子ども達。
今年も残すところあと１ヶ月ですが、本格的な冬が来る前にまだまだたくさん散歩に出かけたいと
思っています。

最近、色に興味を持ち始め、色の名称も分かるようになり自分の服を見て｢赤色あるよ｣｢ピンクのスカート履いてきたよ｣などと
話している子もいます。遊びの中でも色を取り入れ、部屋にある積み木や、おままごとなどの玩具から同じ色の物を探しキルティ
ングマットの上に集めて遊びました。部屋を見渡し｢あっちにもあったよ！｣｢これも赤だ！｣と楽しみながら同じ色の玩具を探すみ
んな。沢山集まると｢こんなにあったよ！｣と嬉しそうに教えてくれましたよ。また部屋の床
に赤、青、黄、緑、ピンクのビニールテープで丸、三角、四角の形を作っておくとその上に同
じ色のモザイクブロック
やチェーンリングを並べ
て遊んでいました。丸の
ビニールテープを使って
顔を作っている子もいま
したよ。

秋の散歩
秋が深まり、散歩がより楽しくなるこの時期。いろんなところに出かけ
ました。真っ赤に染まったもみじがきれいな多良峡。もみじを拾ってお
土産に持って帰ったり、もみじを両手ですくって投げ、もみじのシャワー
をして遊ぶ子もいました。イチョウ林は、まるで黄色の絨毯が敷かれた
ようで子どもたちも大喜び。葉っぱを集めてイチョウの花束にしたり、
木登りをしたりとのびのびと過ごす子どもたちでした。また、散歩先で
拾ってきたどんぐりやまつぼっくり、木の枝を使って飾りも作りました。
「どんぐり～おっきいのにする」「チクチクのもつける～（クヌギどんぐり
の殻斗）」と話しながら自然にも触れ楽しんで作っていましたよ。

ちいももでも色づいたもみじやイチョウを存分に味わいました。宝さが
しのように素敵なものを見つけるのが上手な子どもたち。見つ
けたものを大人に教えてくれては、「はっぱ」「あかー」「み
てー！」「きれーい」等、発することばも散歩を通して増えました。
葉っぱのじゅうたんを「カサッカサッ」と音を鳴らして歩いてみ
たりと、友達と一緒に楽しむことができました。
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今月の絵本
B o o k

今月のおもちゃ
T o y

『これはおひさま』
『ジャンボモザイク』
透明の突起のついた板に赤、黄、青、緑、オレンジ、灰色
のペグをはめて模様を作るおもちゃです。色んな色で並
べたり、縦横で同じ色で揃えて並べたりと自由に模様を
作って楽しんでいます。出来上がると｢出来たよ！見
てー！｣と嬉しそうに見せてくれる子どもたちです。

「これは　おひさま」「これは　おひさまの　したの　むきばたけ」「これは　
おひさまの　したの　むぎばたけの… ぼくじょうの　したの　おひさま」と
太陽を起点に文が積み重なっていき最後はまた太陽に戻ってきます。
文がどんどん長くなっていき、前のページのものとつながっていくのがおもし
ろく、子どもたちが大好きな絵本の一つになりました。
みんなで何度も読んで最後のページの長い文を覚えている真っ最中ですよ。
ぜひ親子で読んでみてくださいね。 7

ムッレの森
おおもものみんなにとってもムッレの森が日常的なものになってきました。秋になってからはすでに何回も
登っています。最初大変そうだった山道も、今ではすっかり慣れて足取りもたくましくなってきています。
里の秋とは一味違う山の秋。落ち葉の量も全然違います。余裕が出てくると、ただ行くだけではなく、そこ
での遊びも充実してきます。これから始まる冬の季節もまた楽しみです。
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五目かき玉汁　豚肉チーズロールフライ　スパゲッティサラダ

ベジタブルポタージュ　チキンのチーズ焼き　かぼちゃサラダ

大根とたまねぎの味噌汁　白身魚と青梗菜の香り蒸し　卯の花の和え物　バナナ

じゃがいもの中華スープ　厚揚げの炒めもの　小松菜のしらすサラダ

わかめと豆腐のスープ　中華丼　みかん

ほうれん草と団子のスープ　チキンカツ　コールスローサラダ

納豆と茄子の味噌汁　じゃこねぎふりかけ　肉団子と野菜のほくほく煮　さつまいものレモン煮

たまねぎと青梗菜の味噌汁　鮭のサラダ焼き　きんぴらごぼう

カレーライス　フルーツヨーグルト

青菜と白玉のおすまし　海老と冬野菜のかき揚げ　きゅうりとチーズの酢の物
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ミニアメリカンドッグ

白玉きな粉

玄米フレークスナック

ココアホットケーキ

菜っ葉としらすのおにぎり

アップルゼリー

サンドクラッカー

クリスマスもみの木ケーキ


